












The effects of an out-of-class practical learning community on first-year student motivation
(Acquisition of basic technology in the Department of Information Network Engineering)
Makoto SUDO＊1
Abstract
In this study, I examined the effects on motivation induced after the introduction of the “Picture” practical
community for supporting out-of-class learning. I hoped that “Picture” would support the academic motivation of new
students and improve the learning outcomes in the Department of Information Network Engineering. I will first
introduce the significance of this study and the effects that I expected the out-of-class practical community to have. Next,
I will concretely describe the following points: the present state of the Department of Information Network Engineering,
the launch of the practical community, what that practical community does, and the research methods I used to evaluate
it. After that, to investigate the change in motivation of the students who participated in the practical community, I
describe the results of a questionnaire on the decline of motivation in first-year university students that I administered. I
finally evaluate the degree to which “Picture” course objectives were achieved, and discuss the results of the motivation
survey.

































からの Picture 塾への評価は高かった．具体的な声として，「Picture の学生ならプレゼンテーションなど問題なくでき




























































Table. 1 Course detail

















for 文を用いて繰り返し処理の練習を行う．この回は1から9までの2つの変数 i,j を繰り返し乗算し，九九の表を出
Fig. 2 e-campus page (3D Modeling) Fig. 3 Example of CG to be created
Fig. 4 e-campus page (C language) Fig. 5 Multiplication table created in C language
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Table. 2 Questionnaire results
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5．考 察
「Picture 塾」に参加した学生の中には，講座終了後も継続した活動を続け，コンテスト入賞（10月）や資格取得（1
月）などの成果を上げる学生もいた．これは Picture 塾によって，長期的な学習意欲の持続が得られた学生がいるとい
うことである．また本研究では，情報ネットワーク工学科において授業外実践コミュニティを用いたラーニング・ブリッ
ジングを行い，その意欲面の効果について検証した．結果，授業外実践コミュニティである「Picture 塾」に参加した
学生（14名）は，4月－7月の間で学業意欲低下，授業意欲低下，大学意欲低下の3因子において有意な低下は見られ
なかった．これに対し，授業外実践コミュニティに参加していない学生（50名）は「授業意欲低下」因子において有意
に低下し，「大学意欲低下」因子においても，低下の傾向を示した．このことは授業外実践コミュニティを用いたラー
ニング・ブリッジングを行うことで，学生の学業意欲，授業意欲，大学意欲を低下させない効果があることを示唆する．
“示唆”としたのは，今回の効果測定だけでは，必ずしも効果があるとは言えないためである．仮定として，Picture
塾に集まった学生がたまたまそういった素養を持つ者が多かった可能性もある．
結論として，本科において授業外実践コミュニティを用いたラーニング・ブリッジングを行うことで，学生の学業意
欲，授業意欲，大学意欲を維持することができた．もともと意欲の高い学生が多く Picture 塾に集まった可能性もある
が，そうであるとしても Picture 塾ではそういった学生に対して，学習する環境を提供し，学習動機の維持を図ること
ができる．また授業外実践コミュニティに参加した学生の中には，学習意欲の長期的な継続性が見られる者もいた．
今後の課題として，次の2点を挙げる．1点目は，活動の継続性についてである．受講生14名のうち，後期も継続的に
活動を続けた学生は9名に留まり，当初の人数に比べ3分の2程度に減った．学生に聞くと「バイトを始めた」といっ
たものや，「サークル活動が忙しくなった」などの回答を得た．継続した活動を促すには，学生に活動する意義を教え，
早期に活動への興味を持たせる必要性がある．2点目は，活動の主体性である．現状は筆者が学生のスキルに合わせて，
コンテストの紹介や資格の紹介などを行っているのだが，1つの活動が終わると再び声をかけないと何もしない学生が
多い．また，コンテストで落選が続いたり，資格に落ち続けたりすることで当初の自信や意欲が保てなくなる学生も多
い．この問題は，比較的通りやすいコンテストや資格で成功体験をすることで，意欲を維持，向上できるようにレール
を敷く必要があると考えられる．
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